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４－２ 崩落対策工事の概要

４－２－１ 施工箇所

本工事では、これまでの調査により切通区間の地形・地質および崩落の危険度を考慮して崖面を区分

した７つのサイト（サイトＡ～サイトＧ）のうち、下記に示すサイトＡ、サイトＢ、サイト C、サイト

Ｅ、サイトＦ、サイトＧの６サイトにおいて対策工事を行った。さらに、切通区間の安全な通行を誘導

するための通路整備を行った。

表４－２－１ 工事箇所区分と特性

区 分 特 性 対策内容 備 考

サイトＡ

(池子層砂岩)

・通行者の安全を損なうリスクはない。

・割れ目に沿った小崩落がある。

・表面洗浄（亀裂充填範囲）

・亀裂充填

・擬岩処理（亀裂充填箇所表面）

・強化撥水処理 ・樹木伐採

図 4-2-1

図 4-2-2

サイトＢ

(池子層砂岩)

・緩衝地帯が確保できるため、通行者

の安全を損なうリスクはない。

・樹根に起因する割れ目が発達し、崩

落（落石）の危険度は高い。

・浮石が点在する。

・表面洗浄（亀裂充填範囲）

・亀裂充填 ・浮石除去

・擬岩処理（亀裂充填箇所表面）

・強化撥水処理

・樹木伐採 ・背面グラウト(4 箇所)

図 4-2-1

図 4-2-2

サイト C

(逗子層泥岩)

・泥岩の乾湿風化によるヘアークラッ

クが開口。

・スレーキングがサイト全体に広がり

サイコロ状に剥離し、表面から崩壊。

・表面洗浄 ・下地強化

・強化処理(基質強化・表層強化)

・撥水処理

・亀裂充填

図 4-2-1

図 4-2-2

サイトＥ

(池子層砂岩)

・オーバーハングが大きく、崩落（落

石）の危険性が高い。

・緩衝地帯の確保は困難で、通行者の

リスクは極めて高い。

・割れ目の起因の大半は樹根。

・浮石が点在する。

・表面洗浄（亀裂充填範囲）

・亀裂充填 ・ロックボルト施工

・擬岩処理（亀裂充填箇所表面、ロ

ックボルト頭部、棚式補強部）

・強化撥水処理 ・樹木伐採

・浮石除去 ・棚式補強

図 4-2-1

図 4-2-3

サイトＦ上部

(池子層砂岩)

・オーバーハングが大きく、崩落の危

険性が高い。

・緩衝地帯の確保は困難で、通行者の

リスクは極めて高い。

・表面洗浄（亀裂充填範囲）

・亀裂充填 ・ロックボルト施工

・擬岩処理（亀裂充填箇所表面、ロ

ックボルト頭部、棚式補強部）

・強化撥水処理 ・樹木伐採

・浮石除去

図 4-2-1

図 4-2-3

サイトＦ下部

(逗子層泥岩)

・泥岩の乾湿風化によるヘアークラッ

クが開口。

・スレーキングがサイト全体に広がり

サイコロ状に剥離し、表面から崩壊。

・表面洗浄 ・下地強化

・強化処理(基質強化・表層強化)

・撥水処理

・亀裂充填

図 4-2-1

図 4-2-3

サイト G

(池子層砂岩)

・池子層砂岩のオーバーハングに対す

るロックボルト工の打設。

・施工性および効果の確認。

・ロックボルト打設引抜き試験

（引抜力による岩盤の崩壊を避けるため、極

限まで行わず弾性領域内で留めた。）

・ロックボルト頭部擬岩処理

図 4-2-1

図 4-2-3
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図４－２－１ 本工事区割り平面図

サイトＡ

サイトＢ

サイトＥ

サイトＦ

サイトＣ サイトＤ

サイトＧ

○樹木伐採工：南側崖面の崖肩付近の
樹木（約 13 本）が対象

-
4
6
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※ロックボルトの試験施工を実施
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図４－２－２ 本工事区割り立面図（南側崖面：サイトＡ～サイトＤのうち、サイトＡ～Ｃ対象）

サイトＢ サイトＡ

亀裂充填

亀裂充填

浮石除去

表面：強化･撥水処理

-4
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-

サイトＣサイトＤ

表面：強化･撥水処理

平成 15年度に実施

平成 16年度に実施
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図４－２－３ 本工事区割り立面図（北側崖面：サイトＥ～サイトＧ）

サイトＦサイトＥ

亀裂充填
亀裂充填

表面：強化･撥水処理

ロックボルト頭部：擬岩処理

棚式補強：１箇所

ロックボルト：６本

ロックボルト：２本
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サイトＧ

ロックボルト試験施工：1本

表面：強化･撥水処理

平成 15年度に実施

平成 16年度に実施
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４－２－２ 施工フローチャート

工事全体の施工フロー図を以下に示す。

図４－２－４ 工事フローチャート
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４－２－３ 工事数量

工事内容は、以下の通りである。

表４－２－２ 切通崖面対策＜平成 15 年度＞

単位 サイト

Ｂ

サイト

Ｃ

サイト

Ｆ

サイト

Ｇ

① 表面清掃・洗浄工 m2 － 35 15 －

② 亀裂充填工 m2 － 35 15 －

③ 擬岩処理 m2 － 35 15 －

④ 強化撥水処理 m2 － 35 15 －

⑤ ロックボルト工 箇所 － － － 1

⑥ グラウト注入工 m3 11.2 － － －

表４－２－３ 切通崖面対策＜平成 16 年度＞

単位 サイト

Ａ

サイト

Ｂ

サイト

Ｅ

サイト

Ｆ

① 表面清掃・洗浄工 m2 16.7 37 89 23

② 浮石除去 箇所 － １ － －

③ ロックボルト工 箇所 － － 2 6

④ 亀裂充填工：目地 15cm 以上 m 4.9 5.3 13.6 9.4

15cm 未満 m 13.4 28.7 34.5 12.5

：注入 L 1193 727 704 567

⑤ 擬岩処理 m3 0.17 0.16 0.31 0.2

⑥ 強化撥水処理 m2 5.5 10.2 14.4 6.5

⑦ 撥水処理 箇所 11.2 26.8 74.6 16.5

⑧ 棚式補強 箇所 － － １ －

⑨ 足場仮設 掛 m2 20 60 100 100

⑩ 樹木伐採 式 １ － － －

表４－２－４ 切通通路整備＜平成16年度＞

① 盛土 m3 2.0

② 砂 m3 2.0

③ 砕石 m3 5.0

④ 敷き砂利 m2 50.0

⑤ 排水管敷設 m 18.0

⑥ ふとんかご設置 m 9.0

⑦ 階段 段 12.0
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４－２－４ 工事の重点管理項目

本工事は、国史跡に指定された文化財を対象としていることから、施工に際して、一般建設工事

とは異なる特別な配慮が必要である。したがって、本工事を行うに当たり、次に列挙した内容を重

点管理項目とした。

（１）文化財としての重要性

① 先人の遺した貴重な歴史的文化遺産であること

② 文化財としての「オーセンンティシティ：真正性」を損なわず、後世の再補修の際に障害と

ならない工夫（材料・工法）

③ 文化財工事に対する地元および一般の人の高い関心度

（２）品質・安全

① 文化財保存修復工事では、失敗、やり直しは許されない（入念な工事計画の立案、慎重な工

事の進行）

② 各工事では高度な専門技術と品質管理が不可欠である（「文化財保存修復の専門技術者」との

定期的な協議・検討および実施後の工事着手）

③ 切通の劣化・損傷状態は未解明な部分も多いため、詳細調査の実施と監理者、専門技術者な

ど関係者間との充分な協議・検討

④ 切通の崖面は脆く崩落の危険度が非常に高いことによる、工事中の絶対的な安全性の確保

⑤ 工事中の観光客来訪などの第三者に対する安全対策（立ち入り禁止措置等）
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